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（論文内容の要 旨）

自然言語処理 において，構文解析 は重要な課題 である．統計的アプローチによる

構文解析 では，あ らか じめ構文木 コーパスか ら文法モデルに基づ く文法規則 と確率

を推定 し，それ らの規則群を用いて解析を行 う．本論文では主に，確率的文法モデ

ルの設計 と，構文木 コーパスか ら文法規則 と確率 を自動的に推定す る手法について

論 じ，獲得 された確率的文法規則を用いて高精度な構文解析器を実現す ることを目

的 とす る、

近年，任意の大きさの部分木を文法規則 とす る木生成文法モデルの統計的推論方

法が盛んに研究 されてお り， 自然言語処理の様々なタスクにおいて一・定の成功を収

めてい る． しか しなが ら， これ らの文法モデルを構文解析に用いた場合，高度に最

適化された最先端の構文解析器 と比較 して，精度が劣 ることが知 られてい る．

本論文では，まず，上記 の文法モデルに木の挿入操作を導入 して非連続な部分木

パ ターンも扱えるように改善 し，サンプ リング法に基づいて本文法モデルの統計的

推論 を行 う手法を提案する． また，実際の構文解析実験 において，本手法が構文解

析の精度向上に寄与することを示す．

次に，部分木 を自動的に細分化する ことにより，文脈情報を捉 えてデータに 自動

適応することのできる確率的文法モデル と，サンプ リング法に基づ く統計的推論方

法を提案する．また，実際の構文解析実験 において，本手法が従来の構文解析器 よ

りも高精度 を達成する ことを示す．

さらに，木生成文法モデルの統計的推論 に用いるサ ンプ リング法を効率化す る新

たな近似サンプリング法を提案す る．本手法は，構文木 コーパスに含 まれる共通の

部分木 をまとめて更新する ことで，最適解の探索を効率 的に行 うことができる．ま

た，実験によ り本手法の有効性を示す．



（論文審査結果の要旨）

氏 名 進藤 裕之

平成25年8月2日 に開催 した公聴会の結果を参考に平成25年9月4日 に本博士

論文の審査を行 った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続けてい くための十分な素養を備えていることを示す もの と認 める．
ノ

進藤 裕之 は，本博士論文 において，確率的構文解析のための文法学習に関する新

たな手法を提案 した．本博士論文 の貢献 は次のよ うにまとめることができる．

1．従来盛んに研究が行われてい る句構造文法や木接合文法 ではな く，木の挿入操

作をもつ木挿入文法をベース とし，構文木 コーパスから文法規則の学習を行 う

方法を示 した．この文法の採用により，基本的な文法規則 と修飾要素などの随

意的な文法規則を区別 して文法規則が学習可能 とな り，よ りコンパク トな文法

規則学習が行 えることを示 した．さらに，本手法が実際の構文解析にいよても

精度 向上に寄与することを示 した．

2．文法規則中の句のラベルを細分化することにより文法規則が適用 される文脈情

報を 自動的に適用学習する手法を提案 した．また，マルコフ連鎖モンテカルロ

法によるサ ンプリングを利用 した効率的な学習法を提案 した．これにより，提

案法が既存手法の解析性能を大 き く上 回る構文解析 を達成する ことを示 した．

3．木生成文法モデル の統計 的推論 を効率的に行 うため，構文解析 デー タ中に現

れ る共通 の部分木 まとめてブロック化 し，ブロックに含 まれる変数の同時分布

からサ ンプリングを行い，その部分木ブロック化サンプラーを従来のマルコフ

連鎖モンテカルロ法 と組み合わせ て交互に実行す る手法を提案 した．さらに，

この手法によ り尤度の高い文法規則の学習が可能であることを示 した．

確率文法に基づ く様々な文法規則学習 と統計モデル学習を提案 し，解析性能が極

めて高い構文解析を実現 した本研究は，独創性が高 く， しかも実用 的であ り， 自然

言語処理の分野 において高い貢献があると評価する．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるもの と認 める．


